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町報

川西町の人口 ▼ 17,525人（－2）
男 8,567（－１）／女 8,958 人（－１）／世帯数 5,278 戸（－ 7）
※１月末現在の住民基本台帳人口（ ）内は前月との比較

国民健康保険税（８期）
介護保険料（８期）
後期高齢者医療保険料（８期）
上下水道使用料（１月分）

口座振替日　２月２８日㊊
納付期限　　２月２８日㊊

１
月
の
町
税

２０１１

No．１０８１

 2．１５

鬼さんと仲良く
かまくらの中でポーズ

　１月 30 日、フラワー長井線西大塚駅で節分豆まきイ
ベントが行われました。
　「福は内 べに大豆」で豆まきをしたあとは、鬼さんと
仲良くかまくらの中で元気いっぱいに遊びました。



　

総
合
計
画
は
、
町
に
お
け
る
各
種
計

画
や
施
策
の
最
上
位
計
画
と
し
て
町
政

運
営
の
方
向
性
を
総
合
的
、
体
系
的
に

ま
と
め
た
も
の
で
、
町
民
の
み
な
さ
ん

と
行
政
が
目
標
を
共
有
し
、
協
働
し
て

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
も
っ
と
も
基
本

と
な
る
指
針
で
す
。

　

平
成
18
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た

第
４
次
川
西
町
総
合
計
画
は
、
平
成
18

年
度
か
ら
平
成
27
年
度
ま
で
の
10
年
間

の
「
基
本
構
想
」、５
年
間
ご
と
の
「
基

本
計
画
（
前
期
・
後
期
）」、
３
年
間
を

期
間
と
し
て
毎
年
度
ロ
ー
リ
ン
グ
方
式

に
よ
り
見
直
す
「
実
施
計
画
」
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
前
期
基
本
計
画
が
平
成

22
年
度
で
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ま
で
の
成
果
や
結
果
、
そ
し
て
社
会
情

勢
の
変
化
な
ど
を
踏
ま
え
、
平
成
23
年

度
か
ら
平
成
27
年
度
ま
で
の
後
期
基
本

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

●
総
合
計
画
は

　

ま
ち
づ
く
り
の
指
針

●
計
画
づ
く
り
で
は

●
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

　

設
定

①
地
域
づ
く
り
活
性
化

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

第４次川西町総合計画後期基本計画を策定しました

「人かがやき　ダリヤと文化が
　　咲き誇るまち」をめざして

　

計
画
づ
く
り
に
あ
た
っ
て
は
、
川
西

町
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
に
策
定
に
つ
い

て
諮
問
し
、
昨
年
11
月
に
答
申
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
各
地
区
座
談
会
、
各
種

団
体
と
の
意
見
交
換
、
そ
し
て
「
町
長

へ
の
手
紙
」
を
実
施
し
、
多
く
の
町
民

の
み
な
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

計
画
に
反
映
し
た
も
の
で
す
。

　

特
に
今
回
は
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
に
関
し
て
見
識
の
高
い
高
崎
経
済

大
学
の
櫻
井
常
矢
准
教
授
を
計
画
策
定

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
依
頼
し
、
ま
ち

づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
講
演
、
各

地
区
経
営
母
体
や
ま
ち
づ
く
り
委
員
と

の
意
見
交
換
な
ど
を
通
し
、
計
画
策
定

の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

後
期
基
本
計
画
で
は
、
町
民
の
み
な

さ
ん
に
わ
か
り
や
す
い
仕
組
み
づ
く
り

が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
主
要
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
設
定
し
ま
し
た
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
「
地
域
づ
く
り
活
性
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、「
６
次
産
業
化
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、「
交
流
基
盤
確
立
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
３
つ
で
、
庁
内
で
横
断

的
に
取
り
組
み
、
優
先
的
、
重
点
的
に

実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
３
つ
の
主
要
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
進
め
る

と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
互
い
に
関
連

性
を
持
ち
な
が
ら
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

第
４
次
川
西
町
総
合
計
画
は
「
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
と
し
て

い
ま
す
。

　

前
期
５
カ
年
で
は
協
働
体
制
づ
く
り

の
た
め
、
各
地
区
で
は
地
区
経
営
母
体

の
設
立
、
地
区
計
画
の
策
定
、
そ
し
て

公
民
館
か
ら
交
流
セ
ン
タ
ー
化
へ
の
取

り
組
み
、
行
政
で
は
地
区
を
支
援
す
る

地
域
自
立
支
援
制
度
に
よ
る
財
政
的
、

人
的
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

後
期
５
カ
年
で
は
、
前
期
５
カ
年
の

経
過
を
踏
ま
え
、
さ
ら
な
る
協
働
体
制

の
充
実
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

地
区
で
は
自
主
自
立
に
よ
る
地
区
運

営
を
、
行
政
で
は
地
区
経
営
へ
の
支
援

を
継
続
し
て
進
め
、
地
区
と
行
政
と
の

協
議
・
調
整
組
織
と
し
て
川
西
町
地
域

づ
く
り
連
絡
協
議
会
を
引
続
き
設
置
し

ま
す
。
こ
の
協
議
会
で
は
「
地
域
事
業

と
の
連
携
調
整
」「
地
域
課
題
の
解
決
」

「
地
域
支
援
の
あ
り
方
の
研
究
」
を
行

い
な
が
ら
、
地
域
力
と
行
政
力
を
向
上

さ
せ
ま
す
。

　

ま
た
、
人
材
育
成
交
流
基
金
を
設
置

し
、
地
域
の
中
核
と
な
る
人
材
の
育
成

の
た
め
の
青
年
層
の
研
修
や
実
践
活
動

の
支
援
等
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。
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米
を
は
じ
め
と
す
る
農
産
物
の
価
格

低
下
は
町
民
の
著
し
い
所
得
減
少
を
招

い
て
い
ま
す
。
本
町
の
産
業
の
基
軸
で

あ
る
農
業
を
持
続
し
発
展
さ
せ
て
い
く

た
め
に
は
、
生
産
の
み
な
ら
ず
、
加
工
、

販
売
も
取
り
組
む
総
合
産
業
化
が
必
要

で
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
取
組
み
を
展

開
し
て
い
く
人
材
の
育
成
を
図
り
な
が

ら
、
各
分
野
に
お
い
て
次
の
施
策
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

生
産
分
野
（
第
１
次
産
業
）
で
は
、

今
後
の
産
地
化
を
図
る
た
め
の
戦
略
的

品
目
の
導
入
研
究
の
ほ
か
、
生
産
施
設

整
備
等
に
対
す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

加
工
分
野
（
第
２
次
産
業
）
で
は
、

新
た
な
商
品
開
発
や
必
要
と
な
る
加
工

施
設
整
備
等
に
対
す
る
支
援
を
行
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、販
売
分
野
（
第
３
次
産
業
）

で
は
、
生
産
、
加
工
を
通
し
て
製
品
化

さ
れ
た
農
産
物
を
広
く
情
報
発
信
し
、

販
路
拡
大
を
図
る
た
め
の
支
援
、
販
売

す
る
た
め
の
施
設
整
備
等
に
対
す
る
支

援
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
起
業
支
援
基
金
を
設
置
し
、

起
業
家
の
育
成
支
援
や
起
業
関
係
制
度

資
金
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
支

援
等
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

②
６
次
産
業
化
推
進

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

③
交
流
基
盤
確
立

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

交
流
は
ま
ち
づ
く
り
の
賑
わ
い
を
創

出
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
の
み
な
ら

ず
人
々
の
心
の
活
性
化
を
育
み
、
新
た

な
活
動
へ
の
活
力
と
な
り
ま
す
。

　

本
町
で
も
町
内
の
地
域
資
源
を
活
用

し
た
交
流
事
業
に
取
り
組
み
、
地
区
に

お
い
て
も
地
域
間
交
流
が
展
開
さ
れ
、

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
中
か
ら
、
特
産

品
の
販
路
拡
大
や
消
費
地
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
へ
の
出
店
な
ど
、
経
済
的
交

流
に
つ
な
が
る
事
例
が
生
ま
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
一
方
で
は
、
交
流
が
イ
ベ

ン
ト
的
な
一
過
性
の
事
業
に
留
ま
っ
て

し
ま
う
例
も
あ
り
、
今
後
は
こ
れ
ま
で

の
交
流
実
績
を
も
と
に
し
な
が
ら
、
さ

ら
な
る
産
業
の
振
興
、
移
住
の
促
進
、

若
者
の
定
住
に
よ
る
集
落
の
維
持
・
活

性
化
と
い
っ
た
課
題
に
対
し
、
成
果
を

確
実
に
地
域
に
還
元
す
る
仕
組
み
を
構

築
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ

ま
な
主
体
で
取
り
組
ん
で
き
た
交
流
事

業
を
体
系
化
し
、
総
合
的
に
事
業
を
展

開
し
て
い
く
基
軸
と
な
る
組
織
「
や
ま

が
た
里
の
暮
ら
し
推
進
機
構
」
を
立
ち

上
げ
、「
や
ま
が
た
里
の
暮
ら
し
大
学

校
」
の
開
校
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
学
校
の
活
動
に
よ
り
、
交
流

の
き
っ
か
け
づ
く
り
か
ら
川
西
町
と
の

関
係
性
を
築
き
あ
げ
、
交
流
事
業
の
充

実
を
図
っ
て
い
く
中
か
ら
地
域
課
題
へ

の
対
応
方
法
等
を
見
出
し
、
交
流
基
盤

の
整
備
に
取
り
組
み
ひ
い
て
は
経
済
効

果
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
こ
の
よ
う
な
取
組
み
を
通
し
て
、

川
西
町
に
移
住
や
定
住
を
す
る
方
が
増

え
、
地
域
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
こ
と

を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
人
材
育
成
交
流
基
金
を
都
市

と
の
交
流
促
進
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。
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平
成
24
年
４
月
か
ら

消
防
を
広
域
化
し
ま
す

～
米
沢
市
・
南
陽
市
・
高
畠
町
・
川
西
町
の

　
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
～

◆
な
ぜ
消
防
広
域
化
な
の
か

　

近
年
、
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
み
、
ま

た
、
道
路
交
通
網
の
発
達
に
よ
る
交
通
事
故

へ
の
対
応
な
ど
、
置
賜
地
域
に
お
い
て
は
、

救
急
救
命
体
制
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
大
規
模
地
震
や
局
地
豪
雨
等
の

自
然
災
害
へ
の
備
え
も
重
要
か
つ
急
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
よ
り
高
度
な
消
防
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
管
轄
人

口
の
小
さ
い
市
・
町
単
独
で
は
、
消
防
体
制

の
強
化
は
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
置
賜
地
域

全
体
の
問
題
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
置
賜
地
域
に
求
め
ら
れ
る
消
防
力

を
考
え
た
場
合
、
広
域
化
に
よ
っ
て
、
全
体

的
な
消
防
体
制
の
充
実
強
化
を
図
る
こ
と
が

不
可
欠
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

置
賜
地
域
で
は
、
平
成
24
年
４
月
の
ス

タ
ー
ト
を
目
指
し
、
米
沢
市
、
南
陽
市
、
高

畠
町
、
川
西
町
が
一
緒
に
な
っ
て
安
全
で
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
２
市
２
町
に
よ

る
消
防
広
域
化
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

◆
消
防
広
域
化
の
方
法

　

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
で

は
、
平
成
22
年
２
月
か
ら
２
市

２
町
の
消
防
広
域
化
の
検
討
を

行
い
、
消
防
を
統
合
す
る
こ
と

と
し
、
置
賜
広
域
行
政
事
務
組

合
の
事
務
と
し
て
共
同
で
業
務

を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

◆
広
域
化
後
の
消
防
体
制

①
消
防
本
部

　

広
域
化
と
と
も
に
統
合
し
、

現
在
の
米
沢
市
消
防
本
部
に
設

置
し
、
統
一
的
な
指
揮
の
も
と
、

迅
速
的
な
救
急
救
命
活
動
に
よ

り
、
広
域
的
に
住
民
の
安
全
・

安
心
を
守
り
ま
す
。
各
種
申
請

業
務
等
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
各
市
・
町

消
防
署
で
も
受
付
で
き
る
よ
う
に
検
討
し

て
い
ま
す
。

②
消
防
署
所

　

各
市
・
町
の
消
防
署
所
は
消
防
活
動
拠
点

と
し
て
引
き
継
が
れ
ま
す
。
消
防
救
急
車
両

に
つ
い
て
も
、現
在
の
配
備
を
基
本
と
し
て
、

広
域
的
な
維
持
更
新
を
進
め
ま
す
。

③
消
防
救
急
出
動
体
制

　

災
害
時
の
出
動
車
両
を
直
近
の
消
防
署
所

を
含
め
６
台
以
上
と
し
、
初
動
体
制
を
強
化

し
ま
す
。
川
西
町
の
救
急
車
両
が
出
動
中
の

救
急
要
請
に
も
、
直
近
消
防
署
所
か
ら
出
動

で
き
る
の
で
、
救
命
率
の
向
上
が
図
ら
れ
ま

す
。

　

境
界
地
域
の
災
害
に
は
直
近
消
防
署
所
か

ら
も
出
動
し
て
、
到
着
時
間
の
短
縮
と
、
救

急
救
助
活
動
の
迅
速
化
を
図
り
ま
す
。

④
組
織
体
制

　

広
域
化
に
よ
り
、
人
事
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
組
織
の
活
性
化
や
、
柔
軟
な
人
材
活

用
が
で
き
る
た
め
、
救
急
業
務
や
予
防
業
務

の
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
人
材
を
養
成

し
、
職
員
の
能
力
向
上
に
よ
る
消
防
力
の
強

化
も
図
ら
れ
ま
す
。

　

消
防
本
部
及
び
通
信
指
令
の
統
合
に
よ

り
、
全
体
的
に
組
織
の
ス
リ
ム
化
を
図
り
、

効
率
的
な
消
防
活
動
を
進
め
ま
す
。

⑤
効
率
的
な
基
盤
強
化

　

広
域
化
に
よ
っ
て
財
政
規
模
が
拡
大
し
、

高
額
な
消
防
設
備
を
計
画
的
か
つ
効
果
的
に

整
備
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
で
も
消
防
力
の
維
持
と
強
化
を

図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

広
域
消
防
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か

し
て
、
消
防
機
材
・
車
両
等
へ
の
重
複
投
資

を
回
避
し
、
経
費
の
削
減
を
図
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

各
市
町
の
消
防
本
部
と
通
信
指
令
セ
ン
タ

ー
の
統
合
や
消
防
救
急
車
両
の
適
正
配
置
な

ど
の
効
率
化
に
よ
り
、
財
政
負
担
の
軽
減
が

見
込
ま
れ
ま
す
。

◆
今
後
の
取
り
組
み

　

各
市
・
町
の
住
民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
最
優
先
に
、
２
市
２

町
と
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
で
は
、
広
域

消
防
体
制
の
構
築
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
今
後
は
、
広
域
消
防
業
務
を
置
賜

広
域
行
政
事
務
組
合
の
共
同
処
理
す
る
事
務

に
加
え
る
た
め
の
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

※ 

消
防
広
域
化
に
つ
い
て
は
、
本
紙
お
よ

び
「
広
域
広
報
お
き
た
ま
」
で
随
時
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

ご
意
見
や
お
問
い
合
わ
せ
は
、
次
に
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

　

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合

　
　

置
賜
３
市
５
町
が
ご
み
及
び
し
尿
処

　

理
、
電
算
業
務
等
を
共
同
で
効
率
的
に

　

行
う
た
め
に
設
置
さ
れ
た
特
別
地
方
公

　

共
団
体
で
す
。

問
町
改
革
推
進
課
☎
42

－

６
６
１
１

　

町
消
防
本
部
☎
42

－

３
７
０
０

問
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合

　

消
防
広
域
化
準
備
室
☎
23

－

３
２
４
６

　

近
年
、
加
入
者
の
高
齢
化
に
よ
る
受
診
件

数
の
増
加
や
、
医
療
の
高
度
化
に
よ
っ
て
医

療
費
が
増
加
し
、
国
保
の
運
営
が
非
常
に
厳

し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

表
１
は
、
川
西
町
の
被
保
険
者
一
人
当
た

り
の
医
療
費
の
推
移
を
表
し
た
も
の
で
、
増

加
傾
向
が
見
て
と
れ
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
医
療
費
が
増
え
続
け
る
と
、
国

保
の
財
源
が
不
足
し
、
保
険
税
を
増
や
さ
な

け
れ
ば
運
営
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
日
頃
か
ら
健

康
づ
く
り
や
上
手
な
受
診
を
心
が
け
、
医
療

費
の
節
約
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

国
保
加
入
世
帯
に
は
、
年
に
６
回
「
医
療

費
通
知
」
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

被
保
険
者
の
み
な
さ
ん
に
、
医
療
費
に
対
す

る
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
健
康
管
理
や

適
正
な
医
療
機
関
で
の
受
診
を
心
が
け
て
い

た
だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。

 

医
療
費
通
知
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

①
医
療
費
は
い
く
ら
？

　

医
療
費
通
知
に
は
、
か
か
っ
た
医
療
費
の

総
額
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
窓
口
で
の
自

己
負
担
の
他
に
、
い
く
ら
か
か
っ
た
の
か
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
受
診
し
た
医
療
機
関
は
？

　

受
診
し
た
医
療
機
関
が
一
目
で
わ
か
り
ま

す
。
同
じ
病
状
で
複
数
の
医
療
機
関
を
受
診

し
た
り
し
て
い
な
い
か
、
確
認
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

70
～
74
歳
の
方
へ

高
齢
受
給
者
証
が
新
た
に
送
付
さ
れ
ま
す

　

平
成
23
年
４
月
か
ら
平
成
24
年
３
月
ま
で

の
１
年
間
、
窓
口
負
担
割
合
を
１
割
に
据
え

置
き
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
高
齢
受
給
者
証
の
一
番
上

の
欄
を（
平
成
23
年
７
月
31
日
ま
で
は
１
割
）

と
訂
正
し
、
３
月
末
に
該
当
者
に
直
接
郵
送

し
ま
す
。

※
３
割
自
己
負
担
の
方
、
後
期
高
齢
者
医
療

の
対
象
と
な
る
方
は
除
き
ま
す
。

■
臓
器
提
供
の
意
思
表
示
に
つ
い
て

　

臓
器
移
植
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
よ
り
、

移
植
医
療
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
次
の
保
険
証
更
新

時（
平
成
23
年
９
月
）よ
り
保
険
証
の
裏
面
に

「
臓
器
提
供
に
関
す
る
意
思
表
示
欄
」
が
設

け
ら
れ
ま
す
。
臓
器
を
提
供
す
る
、
し
な
い

は
自
分
の
意
思
で
決
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

私
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
が
臓
器
提
供
に
つ

い
て
考
え
、
家
族
と
話
し
合
い
、
意
思
表
示

を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
な
ぜ
臓
器
移
植
が
必
要
な
の
？

　

病
気
や
事
故
に
よ
っ
て
臓
器
が
機
能
し

な
く
な
っ
た
人
た
ち
が
い
ま
す
。
臓
器
提

供
を
希
望
し
て
い
る
人
は
日
本
で
お
よ
そ

１
万
３
０
０
０
人
。
そ
れ
に
対
し
て
移
植

を
受
け
ら
れ
る
人
は
年
間
お
よ
そ
２
０
０

人
で
す
。
多
く
の
人
が
移
植
を
待
ち
な
が

ら
病
気
と
闘
っ
て
い
ま
す
。
病
気
に
勝
つ

た
め
に
は
、
臓
器
移
植
が
必
要
な
の
で
す
。

　

健
康
で
幸
せ
な
生
活
を
送
る
こ
と
は
す
べ
て
の
人
の
願
い
で
す
。
し
か
し
、
人
は

誰
で
も
病
気
に
な
っ
た
り
ケ
ガ
を
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
と
き
、
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
加
入
者
が
保
険
税
を

出
し
合
っ
て
、
お
互
い
に
支
え
あ
う
制
度
が
国
民
健
康
保
険
（
以
下
国
保
）
で
す
。

医
療
費
の
節
約
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

国
保
の
現
状

医
療
費
通
知
を
よ
く
ご
覧
く
だ
さ
い

�
町
健
康
福
祉
課 

医
療
給
付
グ
ル
ー
プ

　

☎
42
─
６
６
４
０

0

２８０，０００

２９０，０００

３００，０００

３１０，０００

３２０，０００

３３０，０００

１７年度 １８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度

２８６，０４０ ２８９，６６４

３１６，０７０

２９１，８００

３１７，７２６

２８６，０４０ ２８９，６６４

３１６，０７０

２９１，８００

３１７，７２６

＜表１＞川西町の被保険者一人当たりの医療費
＜単位：円＞

医
療
費
を
抑
え
る
３
つ
の
Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ

①
生
活
習
慣
を
見
直
し
ま
し
ょ
う

●
栄
養
・
運
動
・
休
養
の
バ
ラ
ン
ス
あ
る
生

　

活
を
こ
こ
ろ
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
定
期
的
に
健
診
を
受
け
て
健
康
管
理
に
役

　

立
て
ま
し
ょ
う
。

②
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

●
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
新
薬
と
同
じ
効

　

果
が
認
め
ら
れ
た
薬
で
す
。
新
薬
に
比
べ

　

て
低
価
格
な
の
で
積
極
的
に
利
用
し
ま
し

　

ょ
う
。

③
お
医
者
さ
ん
に
上
手
に
か
か
り
ま
し
ょ
う

●
重
複
受
診
や
、
む
や
み
な
転
医
は
や
め
ま

　

し
ょ
う
。

●
時
間
外
・
休
日
受
診
は
な
る
べ
く
避
け
ま

　

し
ょ
う
。

●
む
や
み
に
薬
を
欲
し
が
る
こ
と
は
や
め
ま

　

し
ょ
う
。

●
か
か
り
つ
け
の
家
庭
医
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。
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立
候
補
届
出
予
定
者
説
明
会

出
納
責
任
者
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

平
成
23
年
４
月
10
日
執
行
予
定
の
山

形
県
議
会
議
員
選
挙
（
東
置
賜
郡
選
挙

区
）
に
関
し
、
説
明
会
及
び
立
候
補
届

出
受
付
を
次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

立
候
補
届
出
予
定
者
説
明
会

出
納
責
任
者
説
明
会

▼
日
時
：
３
月
８
日
㈫　

午
前
10
時
～

▼
場
所
：
置
賜
総
合
支
庁
２
階
講
堂

（
米
沢
市
金
池
７
丁
目
１

－

５
０
）

立
候
補
届
出
受
付

▼
日
時
：
４
月
１
日
㈮　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

▼
場
所
：
置
賜
総
合
支
庁
２
階
講
堂

（
米
沢
市
金
池
７
丁
目
１

－

５
０
）

問
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
42

－

６
６
８
９

　

平
成
23
年
４
月
24
日
執
行
予
定
の
川

西
町
議
会
議
員
選
挙
に
関
し
、
説
明
会

及
び
立
候
補
届
出
受
付
を
次
の
通
り
開

催
し
ま
す
。

立
候
補
届
出
予
定
者
説
明
会

出
納
責
任
者
説
明
会

▼
日
時
：
３
月
25
日
㈮　午

後
１
時
30
分
～

▼
場
所
：
中
央
公
民
館　

視
聴
覚
室

立
候
補
届
出
受
付

▼
日
時
：
４
月
19
日
㈫　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

▼
場
所
：
中
央
公
民
館　

大
ホ
ー
ル

山
形
県
議
会
議
員
選
挙

川
西
町
議
会
議
員
選
挙

問
山
形
県
選
挙
管
理
委
員
会
置
賜
地
方

事
務
局　

☎
26

－

６
０
１
９

代
替
調
理
師
を

募
集
し
ま
す

　

町
の
学
校
給
食
調
理
場
に
お
い
て
、
調

理
師
の
欠
員
が
生
じ
る
場
合（
１
日
単
位
）

の
代
替
調
理
師
を
募
集
し
ま
す
。

　

代
替
調
理
師
の
内
容
は
、
左
記
の
通
り

で
す
。

▼
勤
務
日
：
不
定
期
と
な
り
ま
す
。
学
校

等
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
、
可
能
な
場

合
に
勤
務
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
勤
務
場
所
：
町
内
小
中
学
校
の
調
理
場
。

日
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
賃
金
額
：
調
理
師
免
許
を
お
持
ち
の
方

　

１
日
あ
た
り
６
２
０
０
円

（
１
時
間
あ
た
り
７
７
５
円
）

　

調
理
師
免
許
を
お
持
ち
で
な
い
方

　

１
日
あ
た
り
５
７
０
０
円

（
１
時
間
あ
た
り
７
１
５
円
）

▼
登
録
開
始
：
４
月
１
日

▼
そ
の
他
：
調
理
師
免
許
の
有
無
は
問
い

ま
せ
ん
。

問
町
教
育
総
務
課 

教
育
総
務
グ
ル
ー
プ

☎
42

－

６
６
５
９

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

【
町
営
舘
之
北
住
宅
（
募
集
数
：
１
戸
）】

▼
所
在
地
：
川
西
町
大
字
中
小
松

３
０
１
７

－

１
（
新
山
神
社
北
側
）

▼
住
居
内
容
：
２
Ｄ
Ｋ
（
８
畳
、
６
畳
、

水
洗
ト
イ
レ
、
風
呂
）

▼
家
賃
：
月
額
１
万
５
０
０
０
円
～

２
万
４
８
０
０
円
（
入
居
さ
れ
る
世
帯

の
収
入
認
定
額
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。）

【
町
営
平
谷
地
住
宅
（
募
集
数
：
１
戸
）】

▼
所
在
地
：
川
西
町
大
字
上
小
松

　

５
０
９
５

－

４
９
２
（
浴
浴
セ
ン
タ
ー

ま
ど
か
向
か
い
側
）

▼
住
居
内
容
：
２
Ｋ
（
６
畳
、
６
畳
、
水

洗
ト
イ
レ
）

▼
家
賃
：
月
額
３
８
０
０
円
～
６
４
０
０

円
（
入
居
さ
れ
る
世
帯
の
収
入
認
定
額

に
よ
り
決
定
し
ま
す
。）

◎
敷
金
：
家
賃
の
３
か
月
分

◎
入
居
資
格
：
①
収
入
基
準
に
適
合
す
る

こ
と
。
②
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

こ
と
。
以
上
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

◎
募
集
期
間
：
２
月
18
日
㈮
～
２
月
25
日
㈮

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
審
査
の
上
決

定
し
ま
す
。

◎
申
込
方
法
：
入
居
者
全
員
の
昨
年
１
年

間
の
所
得
が
わ
か
る
も
の
（
所
得
額
証

明
書
、
源
泉
徴
収
票
等
）
を
お
持
ち
の

上
、
町
地
域
整
備
課
（
第
１
分
庁
舎
２

階
）
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
町
地
域
整
備
課 

建
設
管
理
グ
ル
ー
プ

☎
42

－

６
６
４
７

井
上
ひ
さ
し
さ
ん
作
詞
の

校
歌
を
歌
い
継
ぐ

問
町
教
育
総
務
課 

教
育
総
務
グ
ル
ー
プ
☎
42

－

６
６
５
９

も
っ
と
知
り
た
い
！
！

か
わ
に
し
案
内
人
講
座問

町
産
業
振
興
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ　

☎
42

－

６
６
４
５

　

町
の
魅
力
を
も
っ
と
知
り
た
い
、

伝
え
て
み
た
い
と
い
う
方
に
お
勧

め
の
講
座
で
す
。
興
味
の
あ
る
講

座
だ
け
の
参
加
も
可
能
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
か
わ
に
し
案
内
人
講
座
前
期

【
第
１
回
】
講
話
「
川
西
ま
ち
歩

き
を
完
全
攻
略
！
」

▼
日
時
：
３
月
1
日
㈫

　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

▼
場
所
：
中
央
公
民
館

▼
内
容
：
①
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
②
講
話
「
川
西
ま
ち
歩
き
を

完
全
攻
略
！
」
講
師
：
歴
史
研

究
会　

小
林
善
久
氏

　

③
討
論
「
ガ
イ
ド
に
学
ぶ
！
ガ

イ
ド
体
験
談
」

▼
申
込
締
切
：
２
月
25
日
㈮

【
第
２
回
】
講
話
「
井
上
ひ
さ
し

氏
の
ゆ
か
り
の
地
小
松
」

▼
日
時
：
３
月
７
日
㈪

　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

▼
場
所
：
中
央
公
民
館

▼
内
容
：
①
講
話
「
井
上
ひ
さ
し

氏
の
ゆ
か
り
の
地
小
松
」講
師
：

フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
館
長　

阿
部
孝
夫
氏
②
討
論
「
こ
れ
か

ら
の
ダ
リ
ヤ
園
に
つ
い
て
」

▼
申
込
締
切
：
３
月
４
日
㈮

◆
か
わ
に
し
案
内
人
講
座
後
期

（
予
告
）

【
第
３
回
】
現
地
研
修
（
約
90
分

の
モ
デ
ル
コ
ー
ス
）

【
第
４
回
】
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
：

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ま
ち
歩
き
コ
ー

ス
作
成
・
発
表
、
ガ
イ
ド
実
践

▼
日
時
：
４
月
中
旬
予
定

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

「
ダ
リ
ヤ
の
里
か
わ
に
し
案
内
人
」

会
員
募
集
中

　

川
西
町
を
訪
れ
る
方
に
町
の
魅

力
を
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

町
の
歴
史
や
文
化
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
に
興
味
が
あ
る
方
の

応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
活
動
内
容
：
町
内
や
ダ
リ
ヤ
園

内
の
ガ
イ
ド
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の

協
力
、
研
修
会
へ
の
参
加
等

▼
年
会
費
：
１
０
０
０
円

前後期

全４回開催

　

川
西
中
学
校
の
校
歌
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会

及
び
開
校
準
備
委
員
会
で
協
議
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
協
議
の
結
果
、
現
第
一
中
校
歌
の
歌

詞
を
一
部
変
更
し
て
、
川
西
中
学
校
の
校
歌
と
し

て
歌
い
継
ぐ
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
現
在
の
町
内
三
中
学
校
の
校
歌
は
、
川

西
中
学
校
で
顕
彰
し
て
い
き
ま
す
。

　

川
西
中
学
校
校
歌
作
詞

：

井
上
ひ
さ
し

作
曲

：

宇
野
誠
一
郎

　

空
に
ひ
ら
け
ゆ
く
わ
が
学
び
舎
に

　

雲
な
き
大
空
今
日
も
果
て
な
し

　

励
め
や
川
中
た
だ
ひ
た
す
ら
に

　

光
あ
ま
ね
く
身
に
あ
び
て

　

め
あ
て
は
一
つ
人
ら
し
き
人

　

空
よ
り
も
こ
こ
ろ
の
広
き
を
め
ざ
し
て

　

花
に
ひ
ら
け
ゆ
く
わ
が
学
び
舎
に

　

名
も
な
き
花
々
今
日
も
う
る
わ
し

　

習
え
や
川
中
こ
こ
ろ
す
な
お
に

　

誇
り
け
だ
か
く
養
い
て

　

め
あ
て
は
一
つ
人
ら
し
き
人

　

花
よ
り
も
こ
こ
ろ
の
清
き
を
め
ざ
し
て

　

山
に
ひ
ら
け
ゆ
く
わ
が
学
び
舎
に

　

連
な
る
山
並
み
今
日
も
た
く
ま
し

　

誓
え
や
川
中
い
ざ
も
ろ
と
も
に

　

か
ら
だ
き
び
し
く
攻
め
あ
げ
て

　

め
あ
て
は
一
つ
人
ら
し
き
人

　

山
よ
り
も
こ
こ
ろ
の
強
き
を
め
ざ
し
て
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問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
44

－

２
８
２
２

♪
「
ル
ン
ル
ン
子
育
て
広
場
」
♪�

�

�

�

�

�

�

�

�
　

ル
ン
ル
ン
子
育
て
広
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
子
育
て
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

�
日　

時　

２
月
21
日
㊊　

午
前
９
時
30
分
～

�
場　

所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

�
内　

容　

リ
ト
ミ
ッ
ク
で
遊
ぼ
う

　
　
　
　
　

講
師　

三
条
実
鈴
さ
ん

�
日　

時　

３
月
９
日
㊌　

午
前
９
時
30
分
～

�
場　

所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

�
内　

容　

大
き
く
な
っ
た
ね
！
身
長
体
重
測
定

�
日　

時　

３
月
16
日
㊌　

午
前
９
時
30
分
～

�
場　

所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

�
内　

容　

寂
し
く
な
る
け
ど
お
別
れ
会
・
・
・

　
　
　
　
　

ゲ
ー
ム
大
会

※
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
平
日
毎
日
開
所
し

て
い
ま
す
。　
　
　
　
（
午
前
９
時
30
分
～
正
午
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
午
後
１
時
～
４
時
）

　

い
つ
で
も
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
を

ご
存
知
で
す
か
？

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の　
　

し
く
み

○
町
は
、
意
欲
あ
る
都
市
住
民
を
募
集

し
、
受
け
入
れ
希
望
団
体
と
と
も
に

応
募
者
か
ら
適
任
者
を
選
考
の
う
え

１
～
３
年
程
度
の
任
期
で
「
地
域
お

こ
し
協
力
隊
」
に
委
嘱
し
ま
す
。
活

動
の
報
償
費
等
を
支
払
う
ほ
か
住
居

や
活
動
用
車
両
等
の
経
費
を
支
援
し

ま
す
。

　
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
に
係
る
経

費
は
総
務
省
よ
り
特
別
交
付
税
と
し

て
措
置
さ
れ
ま
す
。

○
受
け
入
れ
希
望
団
体
は
、
町
と
と
も

に
応
募
者
か
ら
適
任
者
を
選
考
し
、

活
動
開
始
後
は
隊
員
の
活
動
の
コ
ー

遅
筆
堂
文
庫
講
演
会
の
ご
案
内

【プロフィール】
関川夏央（せきかわ　なつお）
１９４９（昭和２４）年、新潟
県長岡市生まれ。上智大学外国
語学部中退。神戸女学院大学特
別客員教授。２００１（平成１
３）年、『二葉亭四迷の明治四
十一年』など、明治以来の日本
人の思想と行動原理を掘り下げ
た業績により司馬遼太郎賞受
賞。著書に『ソウルの練習問題』

『海峡を越えたホームラン』（講
談社ノンフィクション賞）『昭
和が明るかった頃』（講談社エ
ッセイ賞）『白樺たちの大正』『現
代短歌 そのこころみ』『家族の
昭和』『汽車旅放浪記』など多数。

　

昨
年
４
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
作

家
・
劇
作
家
井
上
ひ
さ
し
先
生
の

追
悼
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、

遅
筆
堂
文
庫
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
同
講
演
会
は
、
井
上

ひ
さ
し
先
生
と
親
交
の
あ
っ
た
作

家
を
中
心
に
講
師
と
し
て
お
迎
え

し
、
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
文
芸
評
論
や
エ
ッ
セ

イ
ス
ト
と
し
て
活
躍
中
の
関
川
夏

央
さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
昭

和
文
学
史
に
お
け
る
井
上
ひ
さ
し

先
生
の
果
た
し
た
役
割
な
ど
に
つ

い
て
、
多
方
面
か
ら
お
話
を
い
た

だ
き
ま
す
。

　

関
川
さ
ん
は
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
的
な
切
り
口
で
、
時
代
や
社

会
の
有
り
様
を
鋭
く
え
ぐ
り
出
す

巧
み
な
作
家
と
し
て
も
定
評
が
あ

り
、
現
在
、
小
林
秀
雄
賞
、
司
馬

遼
太
郎
賞
な
ど
の
選
考
委
員
も
務

め
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

▼
日
時
：
３
月
６
日
㈰

　
　
　
　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

▼
会
場
：
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ

　

ホ
ー
ル

▼
講
師
：
関
川
夏
央
氏
（
作
家
）

▼
演
題
：『
関
川
夏
央
の
昭
和
文

学
史
（
仮
題
）』

▼
入
場
料
：
無
料
（
要
整
理
券
）

※
整
理
券
は
、
図
書
館
カ
ウ
ン
タ

ー
、
ま
た
は
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ

ザ
事
務
室
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

電
話
で
の
予
約
申
し
込
み
も
で
き

ま
す
。

 

問
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ

 

☎
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－

３
３
１
１

▼
日
時
：
２
月
20
日
㈰　

午
前
９
時
～

▼
場
所
：
町
民
総
合
体
育
館

▼
競
技
部
門
：
男
子
・
女
子
・
混
合

▼
参
加
人
数
：
４
名
以
上
６
名
以
内
と
し
、
監
督

は
選
手
を
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
る
。（
混
合
の

部
は
男
女
２
名
ず
つ
出
場
す
る
）

▼
参
加
料
：
１
チ
ー
ム
１
５
０
０
円（

保
険
料
含
む
）

▼
申
込
締
切
：
２
月
17
日
㈭

▼
日
時
：
３
月
６
日
㈰　

午
前
９
時
～

▼
場
所
：
町
民
総
合
体
育
館

▼
競
技
部
門
：
一
般
女
子
・
男
女
混
合
・
小
学
生

（
高
学
年
・
低
学
年
）

▼
参
加
人
数
：
４
名
以
上
８
名
以
内
と
し
、
監
督

は
選
手
を
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
る
。（
混
合
の

部
は
男
女
２
名
ず
つ
出
場
す
る
）

▼
参
加
料
：
１
チ
ー
ム
１
５
０
０
円（

保
険
料
含
む
）

▼
申
込
締
切
：
３
月
２
日
㈬

問
町
民
総
合
体
育
館　

☎
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－

２
２
７
７

川
西
町
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

川
西
町
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

問
町
改
革
推
進
課 

政
策
調
整
グ
ル
ー
プ　

☎
42

－

６
６
９
５

デ
ィ
ネ
ー
ト
及
び
サ
ポ
ー
ト
を
行
い

ま
す
。

○
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
」
は
、
川

西
町
に
住
民
登
録
の
う
え
生
活
の
拠

点
を
移
し
、
受
け
入
れ
団
体
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
に
よ
り
地
域
協
力
活
動

に
従
事
し
ま
す
。

※
地
域
協
力
活
動
と
は
、
農
林
水
産
業

や
住
民
の
生
活
支
援
、
地
域
お
こ
し

の
支
援
等
地
域
力
の
維
持
・
強
化
に

資
す
る
活
動
で
地
域
の
実
情
に
応
じ

決
定
で
き
ま
す
。

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

左
記
に
よ
り
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

詳
し
い
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

　

す
で
に
県
内
各
地
に
入
っ
て
活
躍
し

て
い
る
都
市
出
身
者
の
考
え
に
触
れ
な

が
ら
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
受
け
入

れ
を
検
討
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
：
３
月
10
日
㈭
13
時
30
分
～

▼
場
所
：
中
央
公
民
館
４
０
３
号
室

▼
内
容
：
①
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
概

要
説
明
②
県
内
各
地
で
活
躍
す
る
都

市
出
身
者
に
よ
る
体
験
発
表
③
受
け

入
れ
希
望
団
体
等
の
募
集
に
つ
い
て

▼

参考イメージ（小国町で活動する地域おこし協力隊員）

　

地
域
の
人
口
が
減
少
す
る
中
、
自
治
体
が
意
欲
あ
る
都
市
住
民
を
１
～
３
年
の
任

期
で
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
」
に
委
嘱
し
、
隊
員
の
委
嘱
を
受
け
た
者
は
、
地
域

に
在
住
し
た
う
え
で
、
地
域
を
元
気
に
す
る
活
動
に
協
力
す
る
と
い
う
取
り
組
み
で

す
。
隊
員
は
、
任
期
終
了
後
も
何
ら
か
の
形
で
地
域
へ
の
定
住
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

本
町
で
も
、
協
力
隊
の
活
動
受
け
入
れ
を
希
望
す
る
団
体
（
地
域
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、

任
意
団
体
等
）
を
募
っ
て
平
成
23
年
度
か
ら
こ
の
取
り
組
み
を
進
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
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川
西
町
中
小
企
業
制
度

資
金
利
子
補
給
事
業

◆
内
容
：
本
町
の
中
小
企
業
の

方
々
が
、
平
成
22
年
度
内
に

公
的
機
関
及
び
金
融
機
関
か

ら
借
り
入
れ
た
運
転
・
設
備

資
金
等
の
年
間
支
払
利
子
の

20
％
を
助
成
し
ま
す
。（
上

限
10
万
円
）

◆
助
成
要
件

⑴
信
用
保
証
協
会
の
保
証
対
象

　

事
業
業
種
に
該
当
す
る
こ
と

⑵
町
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

⑶
町
内
に
本
店
を
有
す
る
法
人

　

又
は
本
町
に
住
所
を
有
す
る

　

個
人
事
業
主

⑷
申
請
時
に
お
い
て
事
業
を
１
年

　

以
上
継
続
し
て
い
る
法
人

川
西
町
中
小
企
業
雇
用

維
持
対
策
支
援
事
業

◆
内
容
：
国
の
中
小
企
業
緊
急

雇
用
安
定
助
成
金
制
度
（
一

時
帰
休
等
）
に
よ
る
助
成
を

受
け
た
事
業
者
に
対
し
て
、

国
の
支
給
決
定
通
知
書
に
記

載
さ
れ
て
い
る
支
給
金
額
の

10
％
（
上
限
50
万
円
）
を
一

事
業
者
２
回
ま
で
助
成
し
ま

す
。

◆
助
成
要
件

⑴
町
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

⑵
本
町
に
在
住
す
る
者
又
は
町

　

内
に
主
た
る
事
業
所
等
を
有

　

す
る
者

⑶
平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
平

　

成
23
年
３
月
31
日
ま
で
の
間

　

に
「
助
成
金
制
度
」
に
よ
る

　

支
給
決
定
通
知
を
受
け
た
者

申
請
漏
れ
は
な
い
で
す
か
？

問
町
産
業
振
興
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ
☎
42

－

６
６
４
５

　

平
成
22
年
度
の
緊
急
的
な
中
小
企
業
支
援
対
策
と
し
て

次
の
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
要
件
に
該
当
す
る
事

業
主
の
方
は
、
３
月
31
日
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

発
明
ク
ラ
ブ
で
は
、
い
ろ
い

ろ
な
ア
イ
デ
ィ
ア
作
品
を
作
っ

て
い
ま
す
。
こ
ん
な
も
の
が
あ

っ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
た
こ
と

や
自
分
で
考
え
た
も
の
を
作
っ

て
み
た
い
人
は
、
友
達
や
指
導

員
と
い
っ
し
ょ
に
楽
し
く
創

作
・
工
作
活
動
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

◆
対
象
：
町
内
在
住
の
小
学
３

年
生
～
６
年
生（
20
名
程
度
）

◆
活
動
日
：
毎
月
第
２
・
４
土

曜
日　

午
前
９
時
～
11
時

◆
活
動
場
所
：
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
内
教
室

◆
活
動
内
容
：
自
由
作
品
作
り
、

キ
ッ
ト
製
品
作
り
、
ク
リ
ス

マ
ス
会
、
県
内
８
ク
ラ
ブ
合

同
事
業（
コ
ン
テ
ス
ト
大
会
）

な
ど

◆
年
会
費
：
１
０
０
０
円

（
保
険
料
、
材
料
代
）

◆
申
込
先
：
３
月
22
日
㈫
ま
で

産
業
振
興
課
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
各
小
学
校
に
も

申
込
書
が
あ
り
ま
す
の
で
、

学
校
に
申
し
込
ん
で
い
た
だ

い
て
も
結
構
で
す
。

※
子
ど
も
た
ち
に
助
言
・
指
導

す
る
指
導
員
の
方
も
募
集
し
ま

す
。
子
ど
も
と
一
緒
に
活
動
し

た
い
方
の
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

平
成
23
年
度
川
西
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

ク
ラ
ブ
員
＆
指
導
員
を

募
集
し
ま
す

問
町
産
業
振
興
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ
☎
42

－

６
６
４
５

国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
は
口
座
振
替
が

お
得
で
す
！

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、
口
座

振
替
が
お
得
で
す
。

　

口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
ま
す
と
、
保

険
料
が
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
の

で
金
融
機
関
に
納
付
に
行
く
手
間
が
省

け
る
う
え
、
納
め
忘
れ
も
な
く
と
て
も

便
利
で
す
。

　

口
座
振
替
に
は
、
当
月
分
保
険
料
を

当
月
末
に
引
き
落
と
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
月
々
50
円
割
引
さ
れ
る
早
割
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
現
金
納
付
よ
り
も
割
引
額
が
多

い
６
カ
月
前
納
・
１
年
前
納
も
あ
り
、

大
変
お
得
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

※
口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
納
付

書
ま
た
は
年
金

手
帳
、
通
帳
、

金
融
機
関
届
出

印
を
ご
持
参
の

う
え
、
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
町
住
民
生
活
課 

住
民
生
活
グ
ル
ー
プ

☎
42

－
６
６
１
５

問
米
沢
年
金
事
務
所
☎
22

－

４
２
２
０

雪
害
の
予
防
に
万
全
を
期
し
ま
す

町
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
の
た
め
に

「
川
西
町
豪
雪
対
策
本
部
」
を
設
置

　

２
月
に
入
り
、
暖
か
さ
が
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
1
月
は
平
年
を

上
回
る
大
雪
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た

　

本
町
に
お
け
る
消
防
署
の
観
測
点
で

は
、
１
月
の
最
高
積
雪
が
１
７
０
セ
ン
チ

に
及
び
ま
し
た
。
屋
根
の
雪
下
ろ
し
中
の

転
落
や
除
雪
機
の
誤
作
動
に
よ
る
け
が
な

ど
雪
の
事
故
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
１
月
18
日
に
「
川
西
町
豪
雪

対
策
本
部
」
を
設
置
し
、
雪
害
の
警
戒
体

制
を
強
化
し
、対
策
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

町
道
な
ど
の
除
雪
や
危
険
個
所
の
排
雪
作

業
を
行
い
、
関
係
部
署
で
情
報
の
共
有
を

図
り
な
が
ら
、
町
民
の
生
活
と
安
全
に
支

障
が
な
い
よ
う
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

▼
道
路
除
雪
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
：

　

地
域
整
備
課　

建
設
管
理
グ
ル
ー
プ

　

☎
42

－

６
６
４
７

▼
高
齢
者
等
世
帯
雪
下
ろ
し
等
事
業
の
利
用

回
数
助
成
の
追
加
に
つ
い
て
：

　

健
康
福
祉
課　

福
祉
グ
ル
ー
プ

　

☎
42

－

６
６
３
５

▼
平
成
22
年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
除
雪
推
進

事
業
に
つ
い
て
：

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
課　

協
働
の
ま
ち
づ

く
り
グ
ル
ー
プ

　

☎
42

－

６
６
１
３

▼
町
豪
雪
対
策
本
部
に
つ
い
て
：

　

総
務
課　

行
政
管
理
グ
ル
ー
プ

　

☎
42

－

６
６
１
０

【屋根の雪下ろし】
・作業前の安全対策の徹底
・必ず２人以上での作業
・はしごがふらつかないように固定
・作業中は軒下には近づかない
【除雪機の使用】
・機械に巻き込まれないような服装
・詰まった雪の排除は、エンジン
を停止し安全を確認してから実施
・子どもの近くでは使用しない
【道路や歩道】
・軒下を歩く際は、落雪やつらら
に注意
・スピードを落として安全運転
・道路に雪を捨てない
【その他】
・屋根からの落雪でガスボンベや
ホースが破裂しないように覆う

雪による事故をふせぐには

平
成
22
年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
除
雪
推
進
事
業
に
つ
い
て

町
民
の
皆
さ
ん
の
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
待
ち
し
ま
す
！

　

町
で
は
、
今
冬
の
大
雪
の
た
め
、
屋
根
の

雪
下
ろ
し
や
排
雪
が
困
難
な
世
帯
の
除
雪
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
団
体
の
支
援
し
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
除
雪
推
進
事
業
】

▼
対
象
団
体
：

　

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

　
　

町
民
が
主
と
な
り
組
織
し
協
働
活
動
を

　
　

行
う
団
体

　

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体

　
　

町
内
の
地
縁
に
よ
る
団
体
（
地
区
協
議

　
　

会
、
大
字
単
位
の
組
織
、
単
数
ま
た
は

　
　

複
数
の
自
治
組
織
）　

　

③
そ
の
他
の
団
体

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
除
雪
を
行
お
う
と
す
る

　
　

サ
ー
ク
ル
、
団
体
等

▼
対
象
活
動
：

　
　

右
記
対
象
団
体
が
、
町
内
一
円
で
除
雪

　

活
動
を
行
う
場
合
。
た
だ
し
、
親
戚
を
受

　

益
者
と
し
な
い
こ
と
。

▼
謝
礼
：

　

次
の
受
益
者
の
戸
数
区
分
に
よ
る

　

・
20
戸
以
上　
　
　
　
　
　

８
万
円

　

・
10
戸
以
上
20
戸
未
満　
　

5
万
円

　

・
５
戸
以
上
10
戸
未
満　
　

2
万
円

　

・
１
戸
以
上
５
戸
未
満　
　

１
万
円

▼
そ
の
他
：

　

・
除
雪
活
動
が
２
月
１
日
以
降
で
あ
る
こ

　
　

と
。

　
　

複
数
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
除
雪
が
一
日
に
同

　
　

一
受
益
者
を
重
複
し
な
い
こ
と
。

　

・
団
体
の
代
表
者
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
除

　
　

雪
活
動
団
体
活
動
届
出
書
と
会
員
名
簿

　
　

を
２
月
28
日
㈪
ま
で
町
協
働
の
ま
ち
づ

　
　

く
り
課
に
提
出
し
申
し
出
る
こ
と
。

　

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
除
雪
終
了
後
は
、
速
や

　
　

か
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
除
雪
活
動
報
告
書

　
　

と
写
真
を
提
出
す
る
こ
と
。

　

※
活
動
団
体
届
出
書
や
活
動
報
告
書
は
、

　
　

町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
課
及
び
各
地
区

　
　

交
流
セ
ン
タ
ー
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

　
　

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
課 

協
働
の
ま
ち

づ
く
り
グ
ル
ー
プ

☎
42

－

６
６
１
３
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自
動
車
の
検
査
・
登
録

手
続
き
は
お
早
め
に

　

年
度
末
は
窓
口
が
大
変
混
み
合

い
ま
す
。
自
動
車
の
継
続
検
査
や

名
義
変
更
、
抹
消
、
登
録
等
の
手

続
き
は
お
早
め
に
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。

　

手
続
き
に
必
要
な
書
類
等
の
案

内
は
、
山
形
運
輸
支
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
tb.m
lit.

go.jp/tohoku/yg/yg-index.
htm

）
の
ご
利
用
が
便
利
で
す
。

問
山
形
運
輸
支
局

☎
０
５
０

－

５
５
４
０

－

２
０
１
３

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の

ご
案
内

　

当
院
で
は
、
が
ん
関
連
の
医
療

相
談
窓
口
と
し
て
「
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
内
容
が
外
部
に
漏
れ
て
し

ま
う
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

安
心
し
て
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を

訪
ね
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
時
間
：
午
前
９
時
～

　
　
　
　
　
　

午
後
４
時（
平
日
）

▼
相
談
時
間
：
約
30
分

▼
相
談
料
：
無
料

※
原
則
予
約
が
必
要
で
す
。
左
記

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
公
立
置
賜
総
合
病
院

☎
46

－

５
０
０
０

障
が
い
者
な
ん
で
も　

相
談
室

　

障
が
い
者
な
ん
で
も
相
談
室
で

は
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
悩
み
ご

と
や
困
り
ご
と
の
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

▼
種
類
：
①
法
律
相
談
（
弁
護
士

に
よ
る
相
談
※
要
予
約
）
②
一

般
相
談
（
社
会
福
祉
士
に
よ
る

相
談
）

▼
相
談
方
法
：
電
話
、
手
紙
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
来
所

▼
料
金
：
無
料

▼
受
付
日
時
：
午
前
９
時
～　
　

　
　
　
　
　
　

午
後
５
時（
平
日
）

問
山
形
県
障
害
者
社
会
参
加
推
進
セ

ン
タ
ー
（
山
形
市
大
字
大
森
３
８
５
）

☎
０
２
３

－

６
８
７

－

５
３
３
３

文
翔
館
収
蔵
写
真
展　
　

～
山
形
の
洋
館
を
巡
る
～

　

明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
建
て
ら

広 告

看護師・准看護師募集
小児科・内科・精神科
神経内科・リハビリテーション科

医療法人　杏山会
𠮷川記念病院

◆𠮷川記念病院では、看護師さん、准看護師さんを募集し
　ています。
◆准看護師の資格をお持ちの方で看護師を目指している方
　や看護学校及び准看護師学校へ入学希望の方、当病院の
　修学資金制度を利用してみませんか。
◆准看護師の資格をお持ちの方で、現在看護学校に通って
　いる方の学生アルバイトを募集しています。
お問い合わせ先：𠮷川記念病院　人事担当

☎０２３８－８７－８０００

れ
た
県
内
の
洋
風
建
築
物
の
写
真

を
展
示
し
ま
す
。
レ
ト
ロ
モ
ダ
ン

な
山
形
を
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん

か
。

▼
期
間
：
２
月
18
日
㈮
～　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

３
月
15
日
㈫

▼
場
所
：
文
翔
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
入
場
料
：
無
料

※
詳
細
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
㈶
山
形
県
生
涯
学
習
文
化
財
団

☎
０
２
３

－

６
３
５

－

５
５
０
０

文
翔
館
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
作
品
展

　

文
翔
館
で
活
動
す
る
ガ
イ
ド
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
多
彩
な
作
品

を
展
示
し
ま
す
。

▼
期
間
：
２
月
18
日
㈮
～　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

３
月
６
日
㈰

▼
場
所
：
文
翔
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
入
場
料
：
無
料

※
詳
細
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
㈶
山
形
県
生
涯
学
習
文
化
財
団

☎
０
２
３

－

６
３
５

－

５
５
０
０

第
６
師
団
音
楽
ま
つ
り

▼
日
時
：
２
月
19
日
㈯

　

第
１
回　

午
前
10
時
30
分
～

　

第
２
回　

午
後
１
時
30
分
～

　

第
３
回　

午
後
４
時
30
分
～

▼
場
所
：
天
童
市
市
民
文
化
会
館

▼
内
容
：
第
６
音
楽
隊
の
演
奏
、

和
太
鼓
、
よ
さ
こ
い
な
ど
隊
員

総
勢
２
０
０
人
が
参
加
す
る
イ

ベ
ン
ト
で
す
。

▼
入
場
料
：
無
料
（
要
整
理
券
）

※
整
理
券
は
２
月
1
日
か
ら
配
布

し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
陸
上
自
衛
隊
第
６
師
団
司
令
部

総
務
課
広
報
室

☎
０
２
３
７

－

48

－

１
１
５
１

若
者
就
職
説
明
会

▼
日
時
：
２
月
24
日
㈭

　
　

午
後
1
時
30
分
～
３
時
30
分

（
受
付
開
始
午
後
１
時
～
）

▼
場
所
：
グ
ラ
ン
ド
ホ
ク
ヨ
ウ
米
沢

▼
対
象
者
：
40
歳
未
満
の
若
年
者

　

等
（
平
成
23
年
３
月
高
校
・
大

　

学
等
卒
業
予
定
者
を
含
む
）

▼
参
加
企
業
：
本
社
ま
た
は
就
業

場
所
が
米
沢
・
長
井
公
共
職
業

安
定
所
管
内
の
企
業
（
50
社
を

予
定
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
沢

☎
22

－

８
１
５
５

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
井

☎
０
２
３
８

－

84

－

８
６
０
９

催
し

お
知
ら
せ

東
北
公
益
文
科
大
学
学
外

発
表
会
「
公
益
大
ウ
ィ
ー

ク
ｉ
ｎ
山
形
２
０
１
１
」

▼
期
間
：
２
月
22
日
㈫
～

　

３
月
６
日
㈰

※
初
日
は
正
午
開
場
。
最
終
日
は

午
後
５
時
終
了
。

▼
場
所
：
山
形
県
生
涯
学
習
セ
ン

　

タ
ー　

遊
学
館

▼
内
容
：
パ
ネ
ル
展
示
、
学
生
に

よ
る
報
告
会
（
２
月
26
日
㈯
、

３
月
６
日
㈰
）

問
東
北
公
益
文
科
大
学
地
域
共
創

セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
４

－

41

－

１
０
６
５

文
翔
館
創
作
劇
場

「V
iva!W

om
en　

　
　

～
茨
木
の
り
子
を
歌
う
～
」

▼
日
時
：
３
月
５
日
㈯

　
　
　
　
　
　

午
後
２
時
30
分
～

▼
場
所
：
文
翔
館
議
場
ホ
ー
ル

▼
入
場
料
：
大
人
１
０
０
０
円（
当

日
１
２
０
０
円
）、
高
校
生
以

下
５
０
０
円（
当
日
７
０
０
円
）

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
㈶
山
形
県
生
涯
学
習
文
化
財
団

☎
０
２
３

－

６
３
５

－

５
５
０
０

多
重
債
務
無
料
相
談
会

▼
日
時
：
３
月
17
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

▼
場
所
：
山
形
財
務
事
務
所

※
左
記
に
３
月
10
日
㈭
ま
で
電
話

で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

問
東
北
財
務
局
金
融
監
督
第
三
課

☎
０
２
２

－

２
６
６

－

５
７
０
３

置
賜
選
抜
工
芸
展　
　
　
　

～
お
き
た
ま
の
作
家
た
ち
～

　

置
賜
一
円
で
活
躍
し
て
い
る
工

芸
作
家
の
作
品
お
よ
そ
１
０
０
点

を
集
め
た
展
覧
会
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
：
３
月
17
日
㈭
～
22
日
㈫

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

　
　
（
最
終
日
は
午
後
２
時
ま
で
）

▼
場
所
：
よ
ね
ざ
わ
市
民
ギ
ャ
ラ

　

リ
ー
ド
リ
ー
ム

▼
入
場
料
：
無
料

問
よ
ね
ざ
わ
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

☎
22

－
６
４
０
０

弁
護
士
に
よ
る
住
ま
い
に

関
す
る
無
料
法
律
相
談

▼
日
時
：
３
月
17
日
㈭

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

▼
場
所
：
置
賜
総
合
支
庁
５
階

　

５
０
３
会
議
室

▼
相
談
時
間
：
１
人
40
分
程
度（
先

着
４
名
）
※
要
予
約

問
県
営
住
宅
指
定
管
理
者
㈱
西
王

不
動
産
置
賜
事
務
所

☎
24

－

２
３
３
２

米
沢
蘭
童
会
春
蘭
展
示
会

▼
日
時
：
３
月
19
日
㈯
、
20
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
場
所
：
米
沢
南
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー

▼
入
場
料
：
無
料

問
武
田　

☎
22

－
０
５
７
８

ふ
れ
あ
い
看
護
体
験　

参
加
者
募
集

　

病
院
や
福
祉
施
設
で
患
者
さ
ん

達
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、
命

や
医
療
、
看
護
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

一
般
の
方
に
、
看
護
の
仕
事
を

体
験
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

▼
期
日
：
①
５
月
11
日
㈬
（
川
西

湖
山
病
院
、
定
員
４
名
）
②
５

月
12
日
㈭
（
公
立
置
賜
総
合
病

院
、
定
員
20
名
）
③
５
月
12
日

㈭
（
介
護
老
人
保
健
施
設
か
が

や
き
の
丘
）

▼
対
象
：
高
校
生
以
上
で
初
め
て

参
加
さ
れ
る
方

▼
応
募
方
法
：
高
校
生
は
学
校
を

通
じ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
高
校
生
以
外
の
方
は
次
の

内
容
を
は
が
き
に
明
記
し
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
①
住
所

②
氏
名
③
性
別
④
年
齢
⑤
職
業

ま
た
は
学
校
名
⑥
電
話
番
号
⑦

希
望
施
設
名
⑧
白
衣
サ
イ
ズ

▼
申
込
期
限
：
２
月
24
日
㈭

問
山
形
県
看
護
協
会

☎
０
２
３

－

６
８
５

－

８
０
３
３

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
員

募
集

　

犯
罪
や
事
故
に
遭
わ
れ
た
被
害

者
、
そ
の
家
族
の
悩
み
の
軽
減
や

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
電
話
相
談
員
・
直
接
支
援
員
：

　

各
10
名

▼
条
件
：
25
歳
以
上

　

①
電
話
相
談
員
：
月
２
回
く
ら

い
電
話
相
談
に
従
事
可
能
な
方

※
相
談
日
：
平
日
の
午
前
10
時
～

午
後
４
時
（
年
末
年
始
・
祝
日

を
除
く
）

　

②
直
接
支
援
員
：
裁
判
、
病
院

等
へ
の
付
き
添
い
可
能
な
方

※
医
療
・
教
育
・
福
祉
・
司
法
分

野
で
の
経
験
あ
る
方
を
特
に
求

め
ま
す
。

▼
募
集
期
間
：
３
月
１
日
㈫
～　

　
　
　
　
　
　
　
　

４
月
15
日
㈮

▼
応
募
方
法
：
直
接
お
電
話
く
だ

さ
い
。申
込
書
を
送
付
し
ま
す
。

問
㈳
や
ま
が
た
被
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー

☎
０
２
３

－

６
４
２

－

３
５
７
１

平
成
23
年
度
東
北
地
区

国
立
大
学
法
人
等
職
員

採
用
試
験

▼
申
込
受
付
期
間
：
４
月
１
日
㈮

　
　
　
　
　
　

～
４
月
８
日
㈮

▼
申
込
方
法
：
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る
申
込

▼
第
１
次
試
験
日
：
５
月
15
日
㈰

▼
受
験
資
格
：
昭
和
57
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

※
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
Ｈ
Ｐ

で
確
認
い
た
だ
く
か
、
左
記
ま

で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

問
東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等
職

員
採
用
試
験
実
施
委
員
会
採
用

試
験
事
務
室

☎
０
２
２

－

２
１
７

－

５
６
７
６

広 告

募
集
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町 街 まちのニュース
　
　
　

福
は
内 

べ
に
大
豆
で
鬼
退
治～

節
分
豆
ま
き
列
車
～

　

１
月
30
日
、
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
の
西
大

塚
駅
で
節
分
豆
ま
き
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
山
形
鉄
道

が
主
催
し
、
町
特
産
の
紅
大
豆
を
使
っ
た

新
商
品
「
福
は
内 

べ
に
大
豆
」
の
Ｐ
Ｒ

を
兼
ね
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
の
若
者
団
体
「
か
わ
に
し
塾
わ
げ

し
ゅ
」
の
メ
ン
バ
ー
が
鬼
に
扮ふ

ん

し
イ
ベ
ン

ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
子
ど
も
の
中
に

は
、
鬼
を
怖
が
っ
て
泣
い
て
し
ま
う
子
ど

も
も
い
ま
し
た
が
、
最
後
は
鬼
と
仲
直
り

し
、
一
緒
に
か
ま
く
ら
の
中
で
元
気
に
遊

び
ま
し
た
。

 30
１

▲豆をまいて鬼退治

　

山
形
新
聞
３
Ｐ
賞
は
、
各
分
野
で
郷
土

の
発
展
に
貢
献
し
、
県
民
に
勇
気
と
希
望

を
与
え
た
個
人
、
団
体
を
顕
彰
す
る
賞
で
、

平
和
（Peace

）、
繁
栄
（Prosperity

）、

進
歩
（Progress

）
の
各
部
門
が
あ
り
、

3
つ
の
頭
文
字
「
Ｐ
」
が
賞
の
名
称
の
由

来
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
置
賜
農
業
高
校
は
環
境
や
観
光

な
ど
様
々
な
分
野
で
全
国
的
な
活
躍
を
し

た
こ
と
に
よ
り
、
３
Ｐ
賞
（
平
和
賞
）
を

受
賞
し
、
２
月
５
日
中
央
公
民
館
で
各
種

受
賞
報
告
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
▲代表して謝辞を述べる髙橋圭太さん

　
　

置
農
高
が
山
形
新
聞
３
Ｐ
賞
（
平
和
賞
）
を
受
賞

～
置
農
各
種
受
賞
報
告
会
～

５
２

　

１
月
28
日
、
町
と
米
沢
警
察
署
の
間
で

「
暴
力
団
員
の
町
営
住
宅
等
の
使
用
制
限

に
関
す
る
合
意
書
締
結
式
」
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
町
は
入
居
者
が
暴
力
団

員
か
ど
う
か
を
照
会
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
ほ
か
、
町
が
暴
力
団
員
の

入
居
を
制
限
す
る
際
に
は
、
米
沢
警
察
署

の
支
援
を
受
け
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
暴
力
団
員
の
入
居
が
判
明
し
た
時

は
、
米
沢
警
察
署
が
町
に
通
知
す
る
と
い

っ
た
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

▲米沢警察署長と川西町長が合意書に署名

　
　
　

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
実
現
に
向
け
て

～
「
暴
力
団
員
の
町
営
住
宅
等
の
使
用
制
限
に
関
す
る
合
意
書
」
締
結
式
～

 28
１

　
　

町
民
ス
キ
ー
大
会
結
果

●スキー大回転
部　門 氏　名 学校名等

小学３年男子の部 細谷　直人 犬川小
小学４年男子の部 佐藤　俊介 小松小
小学５年女子の部 昆　　千裕 小松小
小学５年男子の部 横山　伊吹 犬川小
小学６年女子の部 髙橋　春香 犬川小
小学６年男子の部 井上　慶貴 小松小
中学女子の部 船木　頌子 川西一中
一般女子の部 鈴木　由美 玉　庭
一般男子３０歳代の部 髙橋　文孝 西大塚
一般男子４０歳代の部 渡部　　亨 上小松
一般男子５０歳代の部 船山　　実 上小松
一般男子６０歳代の部 遠藤　道雄 上小松

●スキージャンプ
小学校の部 鈴木　春菜 犬川小

●スノーボード
小学校の部 佐藤　真人 小松小

　２月６日、小松スキー場を会場に「第５６
回川西町民スキー大会」が行われました。大
会の結果をお知らせします。

（1位のみ掲載。敬称略）

６
２

伊
いとう

藤　和
かずや

泰さん
（玉　庭）

黒
くろさわ

澤　清
せいとく

德さん
（小　松）

●平成元年６月生まれ
●勤務先／川西ダリヤ園

●昭和７年９月生まれ
●趣味は？
　昔から骨董品を集めるのが好きですね。古くて大
きさのある品物を得に好んで集めています。見るの
も好きで、「なんでも鑑定団」はいつも見ています。
米沢で番組の撮影の際も見に行きました。
●健康の秘訣は？
　一番の健康の秘訣は働くことですね。今も米沢牛
を 17 頭肥育しています。そのほかなす、きゅうり、
アスパラなど様々な野菜を作って出荷もしています。
　農業をすることは、深く考え、体も動かすので、
健康には一番ですね。これからも生涯現役で働き続
けます。
●座右の銘は？
　「継続は力なり」をモットーにこれまでの人生を
歩んできました。コツコツ積み重ねることが大きな
力になると信じています。

が も

●仕事について
　川西ダリヤ園で働いています。昨年はダリヤの栽
培と管理を通し、球根定植時の長雨や夏場の猛暑な
どで体力的にもすごく大変でしたが、園内全体に咲
き誇るダリヤやお客様の笑顔に癒され、自分にとっ
て貴重な体験になりました。
●休日は何をしていますか？
　友達と一緒にツーリングで海に行ったり、各地の
温泉に行って体を癒しています。
●川西町をどう思う
　一昨年、埼玉から帰省しましたが、やっぱり川西
町が一番と感じました。
●好みのタイプは？
　元気で明るくやさしい人がタイプです。

新
春
お
年
玉
付
き

　
　
ス
ケ
ル
ト
ン
パ
ズ
ル
当
選
者
発
表

　

町
報
１
月
15
日
号
で
実
施
し
た
ス
ケ
ル
ト
ン
パ
ズ
ル
の
回
答
と
当
選
者
を
発
表
し

ま
す
。

　
〈
問
題
〉
提
示
さ
れ
た
単
語
を
枠
に
埋
め
て
、
Ａ
～
Ｄ
に
入
る
言
葉
を
お
答
え

く
だ
さ
い
。

　
〈
答
え
〉　

Ａ
：
ほ　

Ｂ
：
ん　

Ｃ
：
の　

Ｄ
：
き

　

答
え
は
、
昨
年
11
月
27
日
に
プ
ラ
ザ
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
本
の
樹
」
で
し
た
。

　

１
６
９
通
と
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厳
正
な
抽
選
の
結
果
、
当

選
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。
２
月
中
旬
ご
ろ
図
書
カ
ー
ド
を（
１
０
０
０
円
分
）

を
お
贈
り
し
ま
す
。

●
当
選
者
（
15
名
）【
あ
い
う
え
お
順
　
敬
称
略
】

飯
澤
マ
ツ
子
（
上
小
松
）、
生
田
佳
奈
（
玉
庭
）、
奥
村
き
よ
の
（
高
豆　

）、
黒
澤
宏

至
（
洲
島
）、
小
関
崇
斗
（
上
小
松
）、
寒
河
江
一
満
（
堀
金
）、
佐
々
木
さ
つ
き
（
上

奥
田
）、
鈴
木
穂
乃
香
（
下
奥
田
）、
平
眞
喜
（
洲
島
）、
長
谷
川
忠
助
（
中
小
松
）、
藤

戸
良
子
（
上
小
松
）、
舩
山
和
樹
（
大
塚
）、
舩
山
光
子
（
上
小
松
）、
横
山
き
く
（
西

大
塚
）、
横
山
悠
那
（
小
松
）

＜答え＞

ほ

ん

き

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

きほ ん の

ん

ん

い

い

い

う

う

え

え

え

ひ さ し

よ
お お つ か

か

か

し

い

か

ま ま

ま

ま

じ

じ

わ

わ

ぐ

ま

べ に

に

に

しか ら
り

ち

だ ず

く

み

り
や

やも

こ
ま

き

う
せ

が

ざ
る
さ

ゆ め

へ
ぐ

ぬ

た

の
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●３月の休館日

開館時間
（冬期間３月まで）

火曜日～土曜日 
10：00 ～ 19：00 
日曜日・祝日 
10：00 ～ 18：00 
■は休館日

●図書館情報「ブックカフェ」好評放送中！

こどもの本

おとなの本

ＮＣＶ第２・第４火曜日夕方のニュースで、置賜の図書館情報コー

ナー「ブックカフェ」を放送中です。（国民読書年は終了しましたが、

この番組は３月末まで続きますので、ご覧ください。

お知らせ

『奇縁まんだら』
瀬戸内寂聴　著　横尾忠則　画

日本経済新聞社　刊
　齢数えで９０歳になる瀬戸内寂聴さんが
人生で出会った人たちとのエピソード。日
本経済新聞に掲載されてきたエッセイ集の
３冊目。意外な人たちとのお付き合いが垣
間見られます。

『さかさことばのえほん』
小野恭靖　作　　　すずき出版　刊

　上から読んでも下から読んでも同じ音にな
る「さかさことば」。古くは平安時代から始
まった日本語のことば遊び。身近なことばで
遊んでみてはどうですか？

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

２月は本整理のため２８日まで休館です。

■『プラザ子ども演劇祭２０１１』

１３㊐
３ 【開　演】１３：３０〔終演予定１５：３０〕

【入場料】無料

　置賜で活動する団体が集
まり、毎年３月に開催して
いる「プラザ子ども演劇祭」。
今回は、話芸・ダンス・演
劇に取り組む子どもたちが
登場します。
　舞台上で生き生きと演じ
る子どもたちの姿をぜひご
覧ください。

●３月のおはなし会

■プラザ寄席 Vol.18『柳亭市馬 独演会』

２１㊏
５ 【開　演】１９：００

【入場料】一般２，８００円　会員２，５００円
高校生以下１，５００円
※全席自由・当日２００円増し

【会　場】ロビー特設寄席会場　限定１５０名
　マイクを使わず生声で、息遣いひとつひとつの表現が
息を呑むほどリアルで迫力満点！そんな贅沢至極のプラ
ザ寄席。リクエストにお応えし、市馬師匠の本格落語を
たっぷりご堪能ください。

■遅筆堂文庫第 16 回『編集講座』
【時　　間】１３：３０～１５：３０
【受 講 料】１，０００円

（当日受付でお支払ください）
【定　　員】３０名（聴講のみも可）

※電話でお申し込みください。
【会　　場】サークル集会室
【講　　師】小田豊二氏（編集者・聞き書き作家）
【申込締切】２月２２日㈫
【原稿締切】３月１日㈫

１２㊏
３

　書きたいけれど、どう書い
たらいいの？ 多くの人に伝
える文章を書くには？ 実践
編として事前にテーマに添っ
た文章を提出していただき、
当日講師から添削指導を受け
ます。

テーマから一つを選び、原稿を提出してく
ださい。
①家族　②旅　③記念日
※字数は６００～８００字以内
※パソコン作成は、A ４版１枚に印字
※手書きは、原稿用紙２枚以内

３月１２日㈯　１０：３０～１１：００　おはなしのへや

おはなし会きらきらさんの紙芝居と読み聞かせ

出演：梅津直樹（川西一中２年）、船木頌子（川西一
中２年）、齋藤美月（川西二中１年）、船木泰平（小松
小６年）、齋藤英介（吉島小５年）、遠藤美穂（吉島小
５年）、安部貴音（犬川小３年）、長澤梨織（中郡小３
年）、船木遥子（小松小２年）、加藤思乃（小松小２年）

①鏡眞理子現代舞踊教室（米沢市 ２８名 ) ダンス
②夕鶴の里（南陽市 ７名）民話語り
③フレンドリープラザ附属子ども演劇教室（川西町 １０名)

演目：作・演出 / 佐藤満徳『コロボックルの宝』

演

体
団

出

町
長
　
原
　
田
　
俊
　
二

　

今
冬
は
５
年
ぶ
り
の
豪
雪
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
１

月
は
連
日
降
雪
が
続
き
道
路
は
雪
の
壁
、
住
宅
は
３
回

４
回
と
屋
根
の
雪
下
ろ
し
に
追
わ
れ
ま
し
た
。
最
後
は

雪
の
置
場
も
な
い
ほ
ど
降
り
積
も
り
、
本
当
に
大
変
な

冬
と
な
り
ま
し
た
。 

　

町
は
１
月
18
日
に
豪
雪
対
策
本
部
を
設
置
し
、
道
路

を
は
じ
め
住
民
生
活
に
直
結
す
る
安
全
対
策
に
全
力
を

挙
げ
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
見
守
り
や
支

援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
民
生
委
員
や
自
治
会
役

員
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
な
中
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

　

道
路
除
雪
費
も
１
月
だ
け
で
８
千
万
円
を
執
行
し
ま

し
た
。
作
業
員
の
皆
さ
ん
に
は
毎
日
朝
２
時
に
起
き
、

３
時
か
ら
出
動
、
７
時
半
完
了
を
目
標
に
作
業
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
除
雪
後
、
雪
が
降
り
続
い
た
り
、
雪

の
追
っ
付
け
よ
う
の
な
い
中
で
必
死
に
頑
張
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
自
分
の
家
の
除
雪
や
雪
下
ろ
し
も
ま
ま

な
ら
な
い
中
、
懸
命
に
作
業
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
い
た

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
に
は
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。 

　

豪
雪
に
対
応
す
る
た
め
道
路
除
雪
費
６
千
万
円
を
は

じ
め
、
総
額
約
１
億
円
の
補
正
予
算
を
組
み
今
後
の
対

策
を
強
化
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
高
齢
者
等
へ
の

除
雪
支
援
の
増
額
や
新
規
事
業
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
団
体
へ
謝
礼
を
支
給
す
る

制
度
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

　

豪
雪
は
災
害
と
位
置
付
け
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
自
主

的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
助
け
合
い
活
動
に

感
謝
す
る
も
の
で
す
。
煩
わ
し
い
制
約
を
設
け
ず
、
な

る
べ
く
使
い
勝
手
の
良
い
も
の
に
し
た
い
と
緊
急
に
取

り
組
み
ま
し
た
の
で
、
是
非
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

　

６
日
の
日
曜
日
、
犬
川
地
区
で
は
第
一
中
学
校
生
徒

を
含
む
70
名
の
方
々
が
、
12
世
帯
の
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
作
業
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
同
日
中
郡
地
区

で
も
第
二
中
学
校
生
徒
を
含
む
１
７
０
名
の
皆
さ
ん
が
、

22
世
帯
の
除
雪
作
業
に
汗
を
流
さ
れ
ま
し
た
。
私
も
一

緒
に
作
業
を
し
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
真
剣
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。
特
に
犬
川
地
区
で
は
、
重
機
も
出
動
し

ス
カ
ッ
と
き
れ
い
に
除
雪
さ
れ
、
集
団
の
力
、
地
域
力

を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
前
日
は
大
塚
地
区
で
も
取
り
組

ま
れ
、
１
月
末
に
は
玉
庭
中
学
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
に

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
を
実
施
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
他
に
も
数
え
た
ら
き
り
の
無
い
ほ
ど
の
助
け
合
い
が

あ
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
一
つ
一
つ
の
結
び

つ
き
が
生
き
る
こ
と
の
原
点
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。
皆
さ
ん
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

町
で
は
今
回
の
豪
雪
を
教
訓
に
、
道
路
除
雪
の
あ
り

方
、
小
松
地
区
を
中
心
と
し
た
住
宅
密
集
地
で
の
雪
対

策
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
等
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働

に
よ
る
生
活
防
衛
、
高
齢
者
へ
の
支
援
な
ど
課
題
を
整

理
し
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
併
せ
て
役
場
の
危
機
管

理
体
制
の
強
化
も
図
っ
て
い
き
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん

に
ご
意
見
を
い
た
だ
く
機
会
も
作
っ
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

　

立
春
が
過
ぎ
天
候
も
回
復
し
雪
も
だ
ん
だ
ん
消
え
て

き
ま
し
た
。
日
ざ
し
も
伸
び
、
春
の
足
音
が
聞
こ
え
て

き
ま
す
。
苦
労
し
た
こ
と
が
雪
解
け
と
と
も
に
消
え
て

無
く
な
ら
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
と
検
証
し
て
ま
い
り

ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
に
感
謝

　

井
上
ひ
さ
し
さ
ん
と
は
地
縁
を
感
じ

ま
す
。
家
で
は
上
小
松
で
書
店
を
営
ん

で
い
ま
す
が
、
か
つ
て
は
、
カ
ネ
ナ
カ

さ
ん
（
井
上
ひ
さ
し
さ
ん
の
お
父
さ
ん

の
実
家
）
で
も
薬
局
を
本
業
と
し
な
が

ら
、
同
じ
よ
う
に
教
科
書
を
扱
っ
て
い

た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
な
に
か
繋
が
っ

て
い
る
も
の
を
感
じ
ま
す
。

　

私
は
、
プ
ラ
ザ
附
属
演
劇
学
校
の
一

期
生
で
、
井
上
ひ
さ
し
さ
ん
の
演
劇
に

つ
い
て
の
話
を
聞
く
機
会
に
恵
ま
れ
ま

し
た
。
演
劇
に
対
す
る
考
え
方
を
含
め

て
大
き
な
影
響
を
受
け
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
ず
は
「
良
い
お
客
さ
ん
に
な

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

も
し
、
芝
居
を
や
る
の
な
ら
「
覚
悟
を

決
め
て
」
や
る
。
演
劇
は
魅
力
的
で
、

面
白
す
ぎ
て
、
そ
れ
に
は
ま
っ
て
し
ま

う
と
「
人
生
が
変
わ
る
」
ほ
ど
危
険
。

な
ど
数
々
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
私
な
ど
は
、
演
劇
の
魅
力
に
取
り

付
か
れ
、
そ
の
危
険
な
領
域
に
す
っ
ぽ

り
入
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
よ
う
な
も
の

で
す
。

　

昨
年
の
12
月
、
菜
の
花
座
公
演
で
、

『
イ
ー
ハ
ト
ー
ボ
の
劇
列
車
』
を
上
演

し
ま
し
た
。
初
め
て
の
井
上
芝
居
で
し

た
。
実
際
稽
古
を
始
め
て
み
る
と
、
台

詞
の
多
さ
・
長
さ
に
は
び
っ
く
り
し

ま
し
た
が
、
声
高
に
直
接
的
な
言
葉
で

表
現
し
な
く
と
も
、
そ
の
台
詞
回
し
か

ら
に
じ
み
出
て
く
る
思
想
と
い
い
ま
す

か
、主
張
を
感
じ
ま
し
た
ね
。
あ
と
で
、

宮
沢
賢
治
童
話
作
品
を
読
む
と
そ
の
作

品
の
エ
キ
ス
も
う
ま
く
入
れ
込
ん
で
全

体
が
構
成
さ
れ
て
お
り
、
ユ
ー
モ
ア
あ

ふ
れ
る
台
詞
の
中
か
ら
は
「
自
分
の
住

ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
ユ
ー
ト
ピ
ア
に
」

と
い
う
想
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
そ

れ
は
、
宮
沢
賢
治
を
通
し
た
井
上
ひ
さ

し
さ
ん
の
想
い
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。
こ
の
地
に
生
ま
れ
、
育

ち
、
井
上
ひ
さ
し
さ
ん
を
通
し
た
不
思

議
な
縁
を
感
じ
て
い
ま
す
。（
談
）

井上ひさし先生と私
vol. ７　

▼

佐藤雄太朗さん
　　　　　（上小松）
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　下記事業には個人通知書を差し上げていません。日時、
場所、対象などを確認のうえ忘れずにお越しください。
■すくすく赤ちゃん健診　■９・１０か月児健康教室
■ぴかぴか歯っぴい教室　■各種予防接種
　問町健康福祉課 健康グループ　☎４２ー６６４０月３２月・３月

080—6008—8330
0 8 0—6008—5331 修理当番直通電話

　町水道工事業者では、水道の故障、漏水などの際、当番制で修理を
お受けします。上記番号で直接当番につながります。

期　　間 当番店（社） 電話番号

２月１４日～２０日
㈲米野建設 ☎４２－２３９２

齋藤設備 ☎４２－２４８０

２月２１日～２７日
㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１

サイトウ電気設備工業㈱ ☎４２－４１１１

２月２８日～３月６日
㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

㈱長沢建設 ☎４２－２２３０

３月７日～１３日
㈱藤島建設 ☎４２－３１６６

㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

３月１４日～２０日
㈱殖産工務所 ☎４２－３５００

鹿間工務店 ☎４２－３０３６

…１月分届出…

出生子 性別 保護者 地区

島津　百
ももか

花 女 友幸・ 美沙 吉　田

淀野　　翔
しょう

男 高史・千賀子 吉　田

保科　那
な な

夏 女 哲也・ 綾 西大塚

舟山　愛
あいり

凜 女 達朗・ 佳奈 中小松

江本　充
みつき

輝 男 久憲・ 牧子 中小松

川崎　柚
ゆ な

菜 女 洋 ・ 祐理 時　田

加藤　彪
ひゅうが

雅 男 秀幸・ 由佳 大　塚

梅津　光
こうき

希 男 邦幸・真由美 西大塚

死亡者 年齢 世帯主 地区

髙橋　みや ８７ 芳雄 尾長島
小關　清一 ６８ 清一 下奥田
安孫子政吉 ９５ 政吉 高　山
佐藤　讓吉 ８１ 讓吉 高　山
金子　まさ ９２ 善幸 西大塚
寒河江勇吉 ９２ 勇一 大　塚
井上　　興 ６４ 興 朴　沢
竹田　忠吉 ８２ 忠吉 中小松
長澤たまゑ ９４ 公雄 高　山
舩山登喜雄 ８１ 登喜雄 下小松
佐藤　　正 ８６ 正 吉　田
伊藤　　巖 ７５ 巖 尾長島
菅井　トヨ ８７ トヨ 西大塚
舩山　孝一 ９５ 勝己 中小松
五十嵐勝子 ７３ 光男 吉　田
坂田なみゑ ９０ 智 尾長島
橋本　冨士 ８１ 冨士 上小松
柴倉　洋子 ６３ 忠 莅
佐藤　久代 ８９ 源一 高豆　
寒河江きみ子 ８３ 隆 上小松
渡部　ふみ ９４ 勝一 西大塚
情野　善子 ７３ 茂 洲　島
峯田　　曻 ８２ 曻 大　舟
江口　常次 ７５ 常次 時　田

「戸籍の窓」に掲載を希望しない方は、届出の
際に窓口（町住民生活課）でお伝えください。

◇
１
月
30
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も
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た
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、
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ン
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や
ら
れ
て
い
ま
し
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。
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　　　　  　24 人

３月

新郎　　　　　　　新婦 地区

佐藤　　翼 ♥ 田村　有希 小　松
須藤　政紀 ♥ 石井　麻美 吉　田

　　　　２組

関

内　容 日　時 場　所 予約・問合せ先
健 康 相 談
（保健師）

３月１４日㈪・２８日㈪
午後１時～４時 町健康福祉課 町健康福祉課

☎ ４２－６６４０

行 政 相 談 ３月１６日㈬
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１６

特設人権相談 ３月２日㈬
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１６

弁護士
消費生活相談

３月９日㈬
午後２時～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１６

弁護士
無料法律相談

３月４日㈮
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

川西町社会福祉協議会
☎ ４６－３０４０

（※３月１日まで要予約）

心配ごと相談 毎週水曜日
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

川西町社会福祉協議会
☎ ４６－３０４０

多重債務相談 毎週火曜日
午後６時～８時

山形さくらんぼの会
事務所（山形市）

山形さくらんぼの会
☎０２３－６３３－９３５３

３月 1日からの
子育て支援（旧乳幼児）医療証を交付します

２月の更新対象者
①平成 22年２月２日～３月１日生まれの方
②平成 21年２月２日～３月１日生まれの方
③平成 20年２月２日～３月１日生まれの方
④平成19年２月２日～３月１日生まれの方
⑤平成18年２月２日～３月１日生まれの方
⑥平成17年２月２日～３月１日生まれの方で、
　子育て支援（旧乳幼児）医療証の有効期限が
　　　　　　平成 23年２月 28日の方です。

※現在医療証をお持ちでない方は、下記までお問
い合わせください。
●交　付　日　２月 22日㈫から
●手続き場所　町健康福祉課
●持参するもの　印鑑、乳幼児等の健康保険証
　なお平成 22年１月１日現在、本町に住所のな
かった方は平成２２年度の所得証明書が必要とな
ることがありますのでお問い合わせください。
※新医療証と旧医療証は交換になります。２月中
に医療機関にかかる場合は、それ以降に手続き
願います。

問合せ先 町健康福祉課 医療給付グループ ☎４２－６６４０

母子健康手帳交付（妊娠届出日）
3/14㈪

28㈪

受付時間 9：00 ～ 13：00
場　　所 生きがい交流館
持 ち 物 妊娠届出書

3/17㈭

ぴかぴか歯っぴい教室
①対象者
　受付時間

平成21年3月生まれの幼児
9：20 ～ 9：30（時間厳守）

②対象者

　受付時間

平成20年3月、平成20年9月、
平成22年1月生まれの幼児ほか
9：30 ～ 10：30

場　　所 生きがい交流館
持 ち 物 母子健康手帳、タオル、歯ブラシ
※フッ素を希望者に塗布します（負担金600円）。
※2歳のお子さんは、うがいや歯みがきの
指導がありますので、1時間程度かかります。

パパママ教室

3/3㈭

対 象 者 初妊婦とその夫
受付時間 8：50 ～ 9：00
場　　所 生きがい交流館
申込方法 2 月 24 日㈭まで電話で申し込み
持 ち 物 母子健康手帳

９・１０か月児健康教室

3/1㈫

対 象 者 平成22年5月～ 6月生まれの乳児
受付時間 13：00 ～ 13：15
場　　所 生きがい交流館
持 ち 物 母子健康手帳、タオル、おむつ
※日中保育されている方も付き添ってください。

１歳６か月児健康診査

3/2㈬

対 象 者 平成21年8月～ 9月生まれの幼児
受付時間 13：00 ～ 13：15
場　　所 生きがい交流館
持 ち 物 母子健康手帳、タオル、おむつ、問診票、歯ブラシ
※フッ素を希望者に塗布します（負担金600円）。

ポリオ予防接種

3/4㈮

1回目：平成22年6月～ 9月生まれ
対 象 者 2回目：平成22年2月～ 5月生まれ

上記以前に生まれた90か月未満の未接種児
受付時間 13：15 ～ 13：45
場　　所 農村環境改善センター
持 ち 物 母子健康手帳、予診票

きらきら親子相談

3/9㈬

対 象 者 子育て、お子さんの発達について相談したい方
時　　間 9：30 ～ 11：00
場　　所 子育て支援センター（吉島幼稚園内）
申込方法 3 月２日㈬まで電話で申し込み
内　　容 臨床心理士による相談

３月１日～７日までの一週間は
「子ども予防接種週間」です

　下記対象者の方は、接種期限が３月末日までになっていますので、
お早めに受診ください。
麻しん風しん　第２期　平成１６年４月２日～平成１７年４月１日生
　　　　　　　第３期　平成　９年４月２日～平成１０年４月１日生
　　　　　　　第４期　平成　４年４月２日～平成　５年４月１日生
ジフテリア破傷風　小学６年生 平成１０年４月 2 日～平成１１年４月１日生

　子どもさんの母子健康手帳をご確認いただき、未
接種の予防接種がある場合は、主治医に相談の上、
早めに受けましょう。
※詳細については、ご希望の医療機関に直接お問い
合わせください。

　平成２３年２月から、子宮頸がんワクチン・ヒブ
ワクチン・小児用肺炎球菌ワクチン接種の助成事業
を開始しました。詳細は、対象の方に郵送した通知
文をご覧ください。



エコマーク認定の再生紙と環境にやさしい大豆インクを使用しています
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　川西町では、昔から伝統料理として赤い大豆を煮豆として食
してきました。しかし、この赤豆は量産されることなく、数件
の農家で家庭用に栽培するだけになっていました。このひっそ
りと受け継がれてきた赤豆が「紅大豆」です。
　紅大豆は、一般の大豆よりポリフェノールや大豆イソフラボ
ンを多く含んでいて、健康面からも注目され、山形県が推奨す
る「山形おきたま伝統野菜」にも認定されています。
　最近では、紅大豆の入り豆「福は内 紅大豆」が販売されるな
ど、ニーズが高まっています。
　わたしたち「かわにし塾わげしゅ」でも紅大豆に注目し、紅
大豆入りカレーをイベント等の際に振る舞うなど定番メニュー
として定着してきました。今後も紅大豆を使った新メニューを
若者の視点で開発し、町のイベント等で積極的にPRしていきた
いと考えています。

第９回　紅大豆　

ス
ペ
シ
ャ
ル ―

か
わ
に
し
魅
力
再
発
見―

vol.９

▲山形おきたま伝統野菜に指定されている紅大豆

このコーナーは、川西町の魅力を「かわにし塾わげしゅ」メンバーの
視点によって紹介しています。

　

　
　


	P-01表紙.pdf
	P04-05総合交通
	P2-5
	P8-13町からのお知らせ
	P14-15くらしの情報
	P16町のニュース
	P18プラザ
	P20-21健康カレ戸籍の窓
	P22裏表紙

